


































































実 験 結 果
 勤末端酸化酵素の吟味こ検圧法によるコハク酸酸化能の測定の結果では,この系にメチレ
 ソブンレーなどの電子伝達のσa,rrieτを加えると酸報取蓼藍の顕著な増力貝がみとめられた。こ
 れは籟粒成分での本巣の末端酸化酵素活性がかた参低恥ことを示す。次にこの系に慰する種々の
 阻害剤の効果を検討してみると}アンチマイシンA,青酸,窒化ソーダ,弗化ソ"ダなどは,砥
 とんど阻害:秀繰を示さなカ・つた。これはコハク酸酸{ヒによづンて脱薄縁護れた電子のメこ翰扮は,チト
 ク買一ムbある擁はそれ以前の段階で分子酸素に与えられることを示す。また呼吸はキレート剤
 の添加,アミタールの添加によっても影響され友かつた。これによって末端酸化に重金履が働い
 ている可能性,あるいはコハク酸の酸化δq)PNHを介して行われる可能性がともに否定される。
 結局顆粒成分を用いた場合には,末端酸化に沿いて主役を演じているのは,フラビγ酵素かチト
 クロームbのいづれかであると、思われる。しかし嗣方顆粒成分には確実にチトクロ琳ム・.オキシ
 ダーゼの存在することを分光学的に証関することが出来た。すなわち哺乳動物から調整したチト
 クロームCは顆粒成分の添加によつて定量的に酸化された。この反応は5×窪0坤4M青酸加里に
 よって完全に阻害された。青酸不感受性の末端酸化酵素としてフラビソ酵素が働いている可能性
 があるが,この、点を吟味するために,顆粒成分のコハク酸酸化酵素系についてカタラーゼある恥
 はカタラーゼとエタノール同時添加の効果を検討した。これらの添加によつて酸素摂取牽はほと
 んど上昇肱かつた。しかし実際はこの嘱粒成分中には慶に相当量のカタラーゼ活性のあること
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 も証舅されたので,以上の成績はフラビソ酵素の活動を否定するものではない。末端酸化酵素系
 の構成をさらに追究する目的で顆粒成分の工8000もaロe処理によりObenzy皿eqの抽繊を試
 みた。これによって電子伝達の活性は大きく影響されたカ㍉その結果は当面の末端酸化酵素の決
 定には役立たなかったDしかし少くとも自酸化挫の脂質が擬似的末端酸化酵素として作1精している可
 能性は否定されたQ准澄DPNHオキシダーゼ電DP翼Hチトクロ噌ムe還元酵素,ジァフオラ
 ーゼなどの濡性を分光学的に検討したが,これらの酵素活性はアミタールによってかなりの阻轡
 をうけた。顆粒成分でのDPNHの酸化は,高等動物のミトコγドリアに澄けると同じ電子伝達
 系によって行われると思われる。
 丑)各チトクローム成分の分離:顆粒成分からチトクロームb型・チトク嶽一ムC型のヘム
 蛋白の分離を行った。チトクロームb型の分離には顆粒成分に膵リパーゼを作用させ,ついで遠
 心して沈澱を集め・これにα6%デォキシコール酸と窪%エマゾール4路0を加えて音波破砕
 し,遠心して上清をと彰これを硫安分劃して29%から遵O%飽和の分割をα6%デォキシロ
 }ル酸に対して透析した。この試料の還元型吸収極大は,α:560彫μ,β:527鋤μ,7:
 445那μでチトクロームbの特長をもつている。またチトク潭一ムG型はさきの膵リパーゼ消
 化液の上清を硫安分劃し,60%から80%飽和の分銅を6e%嫌安で洗{A,20%三三塩化醗駿
 で沈澱せしめ、ζれを飽糠安で洗ったのち透析した。この試料の還元型吸収極大は,α:麟タ'
 鍛μ,溶:529窺μ,7:4窪7卿μであり,チトク瞭一ムeの特展に一致している。蠣虫チ
 トクロームCはアスコルビγ酸で還元されるが・チトクロームbは還元されなレ、oまた蛔虫チト
 ク獄畔ムbは強い自酸化性をもつが,チトクロームCの膚酸化は僅かであった。これはna恒ve
 のチトクロームCは齢そらく霞酸僧性がないと思のれる。いづれのチトクロームも一酸化炭素か
 よび青酸と結合したい。還元型蛔虫チトク貸一ムσの酸化は雛成分添加によって促進せられ,
 また嫌気的条件下で酸化型蛔虫チトクロームGは顆粒成分齢よびDP簸H添物によつて還元され
 る。さらに非顆粒成分(可溶成分)にもチトクローム称のヘム蛋白1を見思し・これを分離精製
 した。この物質の還元型藪取極大は,α:558πμ,β:528彫μ」:424毎μで,等
 電点は4,85で,アスコルビソ駿で還元せられ,自酸化性である。
結
論
 難蛔虫筋肉の電子伝達系の構成と機能に関する以上の実験結果を綜合すると,結論として蛔虫筋
 欝肉にはチトクローム系を介した電子伝達系が存在し。これが生理的径臨を激していると考えられ
 叢る・跡し醸肥礪縢鰹肋厩は・そ傭旅フラビソ隊やチト如疇紬による
 難呼吸も行われていると考えられる。
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 審査結果の要旨
 蛔虫は腸内の低酸素分圧循環で棲息する生物であり,それがどのような呼吸をしているかは
 興味1ある問題・である〇一従来,躯i虫の末端呼吸系が青酸やアンチマイシンAによって全く阻害さ
 れていないことから,蛔虫の呼吸末端にチトクローム系の関一与はないとする見解があった。こ
 れに対して著者は,チトクロームむ,チトクロームG及びチトクロームオキシダーゼを蛔虫筋
 肉顆粒成分中に証窮して・蛔虫のような比較的燦気的代謝を営む生物にも・その生存環境の酸
 素分圧に充分適応繊来る程度にチトクローム系1が活動していることを明らかにした。著者はさ
 らに綱胞内顆粒成分からチトクロームb成分とチトクロームC成分を分離精製することに成功
 し,これによって蛔虫筋肉にはチトクローム系を介した電子伝達系の存在することを物質的に
 も証明したも著者はこのチトクローム系が掘虫筋肉の電子伝達系ζしてどれだけの整瀧的寄
 与をなし稔るかについて詳細に検討した。特に蛔虫筋肉には従来より青酸不感受性の末端呼吸
 系のあることが知られているので,この呼吸系とチトク津一ム系との関係について特溺の考慮
 を払って解析を進めた結果,蛔虫の棲息環境である低酸素状態では・むしろチトクロ～ム系が
 生理的電子伝達系として主役を演じていることが推定された。
 著者の以上の成績は,今后嫌気的代謝を営む生物の末端呼吸酵素系の解析に対して多くの示
 唆を与えると共に,低酸素状態に沿ち入った人体組織,例えば癌組織とか脳畠撫肩の脳組織な
 どの代謝を究明する上でも寄与するところがあると信ずる。
 よって本論交は学位を授与・するに埴するものと認める。
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